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横浜市金沢区のコミュニティ放送局「金

沢シーサイドFM」で昨年4月から毎月1回、

第2水曜日の午後5時から放送している番

組「パラスポーツをもっと身近に！パラステ」

が、この4月9日の放送で2年目に突入した。

昨年はパリでオリンピック・パラリンピック

が開かれた年。年初に私は「パラスポーツ

（障害者スポーツ）をもっと身近に感じられ

る番組をつくって、みんなで盛り上がろう

よ」と同FMの松原勇稀社長に提案したと

ころ、「じゃあ、4月からやりましょう」とすすめ

られ、とにかくスタートしようと計画もなくノリ

だけで取り組んだ番組だった。パーソナリ

ティの木村翼さん（35）と私の2人で、ゲスト

をスタジオに迎えてお話を伺う形で進行、

幸い素敵な方々に毎回お越しいただき、楽

しい内容を届け続けることができたと手応

えを感じている。

パラスポーツの魅力を語ってくれる選手

や競技を支える方々など多彩なゲストから、

生放送で「本音のトーク」を引き出してくれ

たのは、昨年4月に入社して初めてラジオ

の仕事に就いた新人の木村さんだ。木村

さんが届ける番組を皆さんにぜひ聴いてい

ただきたく、今や同FMの「顔」とも言える木

村さんを紹介しよう。

横浜市泉区で育った木村さんは、小学

生の時から柔道をやっていた素質を見込ま

れ北の湖部屋からの誘いがあり、中学卒業

後の15歳で入門して相撲の道へ。大相撲

の力士として「翼湖（つばさうみ）」の四股名

（しこな）で幕下まで昇進した。心臓に異常

が見つかったのは、関取（十両）になる直前

の19歳の時だった。健康診断で心臓に異

常が見つかり、病院で検査を受けた結果、

難病の拡張型心筋症と診断され「もう相撲

はできない」と医師から宣言された。

関取になって稼ぎ親孝行したいという決

意で角界に入った木村さんは、医師に止

められても「土俵で死ぬ」と一度は両親に

告げたが、母親の美乃（よしの）さん（61）か

ら「一番の親不孝は親より先に死ぬこと

だ」と言われて思い直し、20歳で引退した。

その後は飲食店などで仕事をして「普

通の暮らし」をしていたが、30歳になる頃に

は病気が進行して体調が悪化、働けなく

なった。生き続けるには心臓移植しかない

との医師の説明に、心臓移植の順番を待

つ登録をし、2020年5月に補助人工心臓

を装着した。

補助人工心臓により日常生活を送れる

ようになったものの、機器の不具合などに

緊急対応するため、寝ている時も含め常

に介護者（ケアギバー）と一緒にいなけれ

ばならない。木村さんには母親の美乃さん

が介護者として24時間付きっ切り。肩から

掛けて持ち歩く専用のバッテリーなどの機

器は水に弱く、ビニールで覆ってシャワーを

浴び、湯ぶねに入ることはできない。でも、

「不便だけど、不幸じゃないですよ」と木村

さんは強調する。

介護者と一緒でなければ仕事もできな

いため、昨年初めまでは障害者の就労継

続支援施設に通っていた。「話すことが得

意なら」と同FMを紹介されたのがきっかけ

だが、FM側からは「お母さんも一緒にいる

だけではなくラジオの仕事をしてみては」と

誘われ、親子で就職して昨春からパーソナ

リティとして活躍するようになった。

心臓移植の日がいつ来るのか分からな

いが、順番を待ちながら日々のラジオ番組で

パーソナリティの仕事に励む木村親子。仲

間のFMスタッフも3人が介護者としての研

修を受け、木村さんを支える職場になった。

「日々生きていられるのが幸せ」と話す

木村さんと、この1年パラスポーツの番組を

一緒につくってきて実感したのは、取材す

るメディアがいかに当事者意識を持って取

り組むことが大切かという点。難病を抱える

木村さんだからこその質問に、ゲストは本音

を語ってくれる。

「当事者メディア」だからこそ伝えられるこ

とがある、これからのメディアの在り方として

大切にしたい。

パーソナリティは心臓移植を待つ元力士
「パラスポーツをもっと身近に！ パラステ」
放送開始から1年、金沢シーサイドFM
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ゲストにパラサーフィンの国際的トップサーファー勝倉直道さん（右）を
迎えた３月12日の放送の様子。左から木村翼さん、筆者、奥が木村美
乃さん＝横浜市金沢区のスタジオで

補助人工心臓を体に埋め込んだ木村翼さんは、腹部か
ら繋いだ人工心臓のバッテリーを常に肩から掛けて身に
つけて生活する


